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要 望 書 

平素より公共交通政策の推進に格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、先日４月１１日にＪＲ西日本は「ローカル線に関する課題認識と情報開

示について」と題して、輸送密度（平均通過人員）が２，０００人/日未満の１７
路線３０区間の収支情報を公表しました。当該路線は、大量輸送という観点で鉄

道の特性が十分に発揮できていない状況とされ、山陰線（城崎温泉～浜坂）、（浜坂

～鳥取）及び因美線（東津山～智頭）が該当しています。

ＪＲ西日本の長谷川社長の会見では「何らかの結論ありきの話ではない」とし

ながら、今後「地域公共交通計画」の策定などの機会に積極的に参画し、地域のま

ちづくりや線区の特性・移動ニーズをふまえて、鉄道の上下分離等を含めた地域

旅客運送サービスの確保に関する議論や検討を幅広く行いたいとのことでありま

す。

両路線の鉄道運行は、通勤や通院、学生の通学など、住民の日常生活だけではな

く、観光や地域振興においても重要な役割を担っています。新型コロナウイルス

の影響で人流が減少している現状ではありますが、アフターコロナに向けて、鉄

道運行が持続的に確保されることは地域にとって重要であります。鉄道の減便や

廃止は、住民の利便性を大きく低下させ、さらなる利用者離れの要因となり、地域

そのものが衰退へ向かうことが強く危惧されます。

 つきましては、地域の鉄道路線を守るため、次の要望事項を実施していただく

ようお願いいたします。

【要望事項】

１．ＪＲ西日本に対しては、収支以外にも全国的な鉄道ネットワークの意義や通

勤・通学・通院等、地域交通の重要性などの理解を求めていくこと。

２．今回発表があった経営状況が厳しいローカル線の維持・存続に向けて、他府県

とともに、国に対して積極的な関与と支援を働きかけること。

３．沿線市町とともに利用促進や利便性向上に向けた取組みをより一層推進して

いくこと。


